
み
 

。ン
叱
 

．編集と発何ノ五所川原市役所総務部総務課 TO37-8686 青森県五所川原市字石木町 2番地容O1 73-35-2 1素
五所川原市ホームページ httpゾノwww.goshogawara.net.pref.aomori.jp  

r 	目 次 	、 

市の財政状況 	 2 ---3 
こしょがわら産業まつり 	 4 
K-Ball全国中学生野球大会 	5 
秋の火災予防運動 	6 
金木地区に女性消防団員発足 	7 
お知らせ 	  8---1 5 

L ヘルス‘インフォメーション 	俺ノ 

r 人口．世帯数 	’ 
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女 ／33 ,471人（一31) 
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L 	9月30日現在（前月比）」 



五所川原市の I, 	一―9 
（平成19年 9 月30日現在） 平成i]g年魔一機会譜歳入歳幽予算議何繊況 

歳入歳出予算額 31,126,830千円（平成18年度繰越分33.904千円含む） 

地方交付税 

市 	債 

歳 
市 	税 

国庫支出金 

入 
地方譲与税他

県 支 出 金

諸 収 入 

／ 	分担金・負担金 

債
 
税
 

J 84,800 
- 606,301 

J 253,066 

	I6,882,584 
6,354.900 	 

I fg換 m42O1.rOo a I 	 1 065,600 

	1 1210,380 
-2,215,349 
	~ 1.122,937 

U 1,511,352 

1.248,350 
~ 310,437 	~ 	~ 310,437 

「 	 ~ 

予算額

収入済額 

I  
5,342.894 

1 3275743 
■ 3,447,684 

10,394,000 

収入済額 14,205,547千円 、 

収入率 45.6% 

3,022,465 
1 	8.960.483 1 

	

' 	-' -' 
~価換による環上慣還420a691 含む~ 

2935 ,832 7,554,323 
'3 

~ 638 .731 
・285・369 

,811.184 

,420 

- '2 
1 ,216,575 

~予算額 

支出済額 I 2,544 I 	l I 	~ 
1,315,140 

2,409,303 
~ 815 ,739 

-1,335.324 
	-1666.263 	~ 

支出済額 11,548,400千円 -1.235350 
~ 763I - 	.964 

支出率 37.1% 
~ 991,074 

-I 	 I 

（平成19年 9 月30日現在） 平戊ij)年鷹 物別会譜歳入歳幽予算の執何繊況 

~ー一 
一血一働-"i#----- 4_____,l__ 

消防ィ員 	 災害復旧債他 

会 	計 	区 	分 予算現在額（千円） 収入済額（千円） 収入率（%) 支出済額（千円） 支出率（%) 
国民健康保険事業勘定特別会計 8,806,770 2,485,860 28,2 3,656,309 41.5 
国民健康保険医科診療施設勘定特別会計 289,510 40,111 13.9 163,205 56.4 
国民健康保険歯科診療施設勘定特別会計 43,645 10,961 25.1 16,250 37.2 
老 人 保 健 特 別 会 計 5,011,087 1,988,109 39.7 2,097,004 41.8 
介 護 保 険 特 別 会 計 4,654,582 1,922,347 41.3 1,973,516 42.4 
市立高等看護学院特別会計 81,913 11,944 14.6 41,581 50.8 
下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,308,076 159,734 12.2 473,485 36.2 
特定環境保全公共下水道事業特別会計 50,536 4,110 8.1 23,549 46.6 
農業集落排水事業特別会計 94,525 20,416 21.6 42,689 45.2 
漁業集落排水事業特別会計 58,474 5.416 9.3 24,018 41.1 
公共用地先行取得事業特別会計 26,770 0 0.0 13,410 50.1 
相 内 財 産 区 特 別 会 計 2,257 4,227 187.3 665 29.5 
脇 元 財 産 区 特 別 会 計 1.220 1,636 134.1 224 18.4 
十 三 財 産 区 特 別 会 計 561 1,441 256.9 91 16.2 
嘉 瀬 財 産 区 特 別 会 計 440 849 193.0 49 

農林水産業債 
2,339,874千円 
(5.5%) 

霞林水産業債
お§9.874FF9 

【 5.5%) 

衛生慣 
3,276,406千円 

(7.7%) 

教育債 
5,293,225千円 

(12.4%) 

目的別
借入総額 

.592,493干円 

総務債 
11,870,527千円 

(27.9%) 

土木億 
17,0胆，990干円 
(40.1'%) 

青森県 
61,535千円（0.1%) 
みちのく銀行 
1,863,799千円 
(4.4%) 

青森 
7,011,748千円 

(16.5 

公営企業金融公庫 
7.401.469 

(17.4％り 

479,768千円（1.1%) 	て、 ~ 1,042,625千円 
(2.5%) 

（平成19年 9 月30日現在） 

市町村振興協会他 
3,694,831干円（8.7%) 

( ）内は構成比率 9命 

総務省 

麗2.j.8千円 

驚熱Ifl
麟'393干円 
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費

費
費
費

費

他
費
 



土 	 地 6,904,893.63' 
うち山林 294,860.51' 

建 	 物 406,87a271 
有 	価 	証 	券 32,923千円 

出 	資 	に 	よ 	る 	権 	利 579A l l千円 

自 	 動 	 車 247台 

債 	 権 297,693千円 

五所川 原 市 財政 調 整 基 金 146千円 

五 所 川 原 市 減 債 基 金 10,057千円 

五所川 原 市 地域福 祉基 金 346,602千円 

五所川原市芸術文化振興等基金 1乙029千円 

五所川原市公共施設等整備基金 23,718千円 

五所川原市国民健康保険財政調整基金 30,000千円 

五所川原市介護円滑導入収納対策基金 9,536千円 

五所川原市介護保険財政調整基金 163,165千円 

五所川原市肉用牛特別導入事業基金 7,594千円 

五所川原市農業集落排水事業減債基金 2乙786千円 

動 	 物 	（牛） 33 頭 

軽自動車税他 
120.551千円 
(121.344千円 

100.7%) 

    

   

都市計画税 
97,085千円 
(63.143干円 65.0%) 

   

たばこ税 
546,336千円 
(224.311千円 

41.1%) 

市税総額 
5,342.894千円 
(3.275.743干円 

61.3%) 

市民税 
2,206,244千円 

(1 .1 71,576千円、53.1%) 

固定資産税 
2,372,6て8千円 
(1,695,369干円 7 1.5%) 

■上段は予算現額 
( ）内は収入済額と収入率 

コ蔵財麗参甥ー （平成19年 9月30日現田 市税の負退繊i星 
	

（平成19年9旦旦（〕旦里里“ 

~三三般魯竃駆~醸星（平成17年度繰越分1.432.914千巴含）  
平成18年度一般会計の差引不足額は、72,045千円ですが、翌年度に繰り越すべき財源20,685千円が含まれて 
おりませんので、実質92,730千円となっております。 	 （単位：千円） 

歳 入 区 分 最
 
終
 
予

A
 

算
 
額
 

収
 
入

B
 

額
 

差
B
 

引
A
  

一
 

 

歳 	出 	区 	分 最
 
終
 
予

A
 

算
 
額
 

支
 
出

B
 

額
 

差
B
 

一
 

弓
A
  市 	 税 4,903,896 4,941,891 37,995 議 	会 	費 344,332 331,624 △12,708 

地 方 譲 与 税 709,000 696,013 △12,987 総 	務 	費 2,729,521 2,660,090 △69,43 1 
利 子 割 交 付 金 14,800 14,229 △57 1 民 	生 	費 8,21a225 8. 135.080 △78, 145 
配 当 割 交 付 金 3,400 7,374 3,974 衛 	生 	費 2.595,695 2,548,770 △46,925 
株式等譲渡所得割交付金 1.300 5,025 3,725 労 	働 	費 91,230 89,166 △2.064 
地方消費税交付金 608,550 608,550 0 農林水産業 費 876,534 864,316 △12,218 
自動車取得税交付金 115,000 118.720 3,720 商 	工 	費 620,160 587,116 △33,044 
地方特例交付金 103.484 103,484 0 土 	木 	費 3,781,431 3,576,758 △204,673 
地 方 交 付 税 10,358,547 10,322,8 12 i35,735 消 	防 	費 1,340,255 1,339,261 △994 
交通安全対策特別交付金 13,944 11,716 L2,228 教 	育 	費 3,988,688 3,937,110 △5 1,578 
分担金及び負担金 593,343 585.898 47.445 災 害 復 旧 費 140.750 97,366 △43,384 
使用料及び手数料 352809 387,147 34,338 公 	債 	費 4,596,037 4,595,004 △1,033 
国 庫 支 出 金 4,524,323 4,479,468 △44,855 諸 支 	出 	金 16,784 15,640 △1,144 
県 	支 	出 	金 1,156,854 1,119,157 △37,697 予 	備 	費 7.172 0 △7, 172 
財 	産 	収 	入 27,942 118,348 90,406 
寄 	附 	金 14.935 15,036 101 
繰 	入 	金 580.944 580,933 L11 
繰 	越 	金 282606 282,607 1 
諸 	収 	入 1,175,437 568,848 E606,589 
市 	 債 3,800,700 3,738,000 △62,700 

合 	計 29,341,814 28,705,256 △636,558 合 	計 29,341,814 28,777,301 △564,513 

平成』旦纏鷹 物則会譜歳入歳奥癖の繊況 
会 	計 	区 	分 収 入 済 額 （千円） 支 出 済 額 （千円） 

国 民 健 康 保 険 事 業 勘 定 特 別 会 計 7,795,468 7,719,191 
国民健康保険医科診療施設勘定特別会計 154,083 243,866 
国民健康保険歯科診療施設勘定特別会計 39,368 36,501 
老 	人 	保 	健 	特 	別 	会 	計 4,929,209 4,912,309 
介 	護 	保 	険 	特 	別 	会 	計 4,615,440 4,542,440 
市 立 高 等 看 護 学 院 特 別 会 計 114,462 110,562 
下 	水 	道 	事 	業 	特 	別 	会 	計 1,380,202 1,366,725 
特定環境保全公共下水道事業特別会計 52,397 50,312 
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 90,859 87,655 
漁 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 52,815 50,714 
公 共 用 地 先 行 取 得 事 業 特 別 会 計 15,434 15,434 
相 	内 	財 	産 	区 	特 	別 	会 	計 6,32 8., 3,960 
脇 	元 	財 	産 	区 	特 	別 	会 	計 2,803 1,291 
十 	三 	財 	産 	区 	特 	別 	会 	計 2,658 1,279 
嘉 	瀬 	財 	産 	区 	特 	別 	会 	計 6,781 5,932 

3 五所川原市役所 容 35-2fll 平成 19年 11月 1 日 
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十
月
二
十
日と
二
十
一
日
、毎
年
恒
例
の
「
ご
し
ょ
が
わ
ら
産
業
ま
つ
り
」
が
、
つ
が
る
克
 
「
一
 

ほ「製
熊
競
舞
鰭
編

維
臨
舞鰭
罷
雪
ナ
ー
 

地
元
で
と
れ
た
新
鮮
な
農
産
物
や
加
吾
叩
の
格
安
販
売
、被
服
販
売
、健
康
度
チ
ェ
ック
、
 
黒
に
」
 

産
業
ク
イ
ズ
、
営
農
相
談
、
そ
ば
打
ち
、
子
供
縁
日な
ど
様
々
な
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、大
 
層
魯
 

』
難難
難
灘
綾m
一
 
」
一
一
 

ジ
で
は
演
芸
や
ビ
ン
ゴK
会
が
催
さ
れ
、
盛
り
上
が
り
を

み
せ
ま
し
た
。
 

J雛
勲
罷
帯

た
て
 



「立侵武多は思い入れがあり、. 
復活当初から撮っています。 ‘ 

最高賞は初めてです」 	‘ 

喜びを語る岩谷さん 

が
多
い
け
ど
、立
侵
 
りr八ハ
 

武
多
は
思
い
入
れ
が
 
ーグ

一且
メ三
し
Eバ
し
ーノ
才
ォ
 
、ノ
v
 

あ
り
、
復
活
当
初
か
 
叫
‘』
 

ら
撮
っ
て
いま
すo
 

朴

最
高
賞
は
初
め
て
で
 
「
ソ

す
」
と
喜
び
を
語
っ

一
 
（
難w
 

て
い
ま
した
c
 
 

！
 辱
麟
 

帝
必
 

K-Ball（ケーボール） 

軟式ボールと同じ素

地であるが、重さと

大きさを硬式ボール

と同様にし、高等学

校硬式野球へ、 ス

ムーズな移行を図っ

ている。 

東
北
中
学
生
K
B
（×

ー
B
a
l
l
)
 

野
球
大
会
で
好
成
績
を
収
め
、
全

国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た
五
所

川
原
ス
タ
ー
ズ
の
選
手
及
び
監
督
 

象
と
し
て
い
て
、
五
所
川
原
第
一
一
一

中
学
校
野
球
部が
勝
利
を
重
ね
全

国
大
会
へ
の
切
符
を
手に
し
た
も

の
で
す
。
十
一
月
二
十
二
日
か
ら

東
京
近
郊
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会

に
は
、
投
手
力
を
補
強
する
た
め

五
所
川
原
第
一
中
学
校
野
球部
員

一
人
を
加
え
た
十
六
人
で
臨み
ま

す
。
 

監
督
の
片
山
真
哉
講
師は
「
粘

り
強
い
チ
ー
ム
」
と
紹
介
。
キ
ャ

プ
テ
ン
の
十
川
智
史
さ
ん
は
「決

勝
会
場
の
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ッ
球

場
ま
で
勝
ち
進
み
た
い」
と
活
躍

を
誓
い
、
市
長
が
「平
常
心
で実

力
を
出
し
切
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
 

Ball 
全国鼻学生 
秋季野球大会 

活躍誓う 

球児たち 

五所川原 
スターズ 

ー
ら
が
十
月
十
六
日
、平
山
市
長
を
 

．
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
c
 

！
 
こ
の
大
会
は
中
学
3
年
生
を
対

こ
の
大
会
は
中
学
3
年
生
を
対
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旬
科
瓜
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苛
点
革
万
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箇
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立
険
賦
多
の
館
 

平
成
十
四
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
立
侵
武
多
の
館
（
毛

内
秀
登
館
長
）
で
、
十
月
二
十
一
日
、
有
料
入
館
者
が

六
十
万
人
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
五
月
に
五
十
万
人を
記
録

し
て
か
ら
五
カ
月
で
六
十
万
人を
迎
え
た
こ
と
に
な
り
、前

年
の
入
場
者
数
を
超
え
る
勢
いに
、
関
係
者
は
観
光
拠
点
と

し
て
の
定
着
に
手応
え
を
感
じて
い
ま
し
た
。
 

節
目
と
な
る
六
十
万
人
目
の
お客
様
は
、
北
海
道
北
斗
市

の
野
辺
地
鉄郎
さ
ん
（7
4）で
、
奥
さ
ん
の
ヤ
ス
子
さ
ん
、
姪

夫
婦
と
と
も
に
観
光
で訪
れ
た
も
の
で
、毛
内
館
長
か
ら地

元
の
お
土
産
品
と立
侵
武
多
の
写
真
額
を
贈
ら
れ
、唯
子
で
 

立
倭
武
多
の
感
動
再
び
 

血
鳳
琴

プ
身
ト回
ツテ
器
豊
夏
属
 

今
年
の
立
侵
武
多
の
魅力
と
感
動
を
伝
え
る
「
立
侵
武
多

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
写
真
展
」
（
五
所川
原
市
観
光
協
会
主

催
）
が
、十
月
十
一
百
か
ら
一
週
間
、
立
侵
武
多
の
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
回
で
三
回
目
とな
る
同
コ
ンテ
ス
ト
に
は
百
十
一
点
の

応
募
が
あ
り
、
金
賞
を
受
賞
し
た
幾
島
町
の
美
容
師
岩
谷
昭

範
さ
ん
の
「
唯
子
乱
舞
」
を
は
じめ
、
四
十
三
点
の
入
賞
作

品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
 

岩
谷
さ
ん
は
、
「普
段
は
街
並
み
の
変
遷
な
ど
記
録
写
真
 

祝
福
さ
れ
る
と
思

わ
ず
に
っ
こ
り
。
 

「び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
こ
ん
な
タ

で
ニ
ン
グ
に
当
た

る
な
ん
て
。
立
侵

武
多
は
一
度
こ
の

目
で
見
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
 

あ
ん
な
大
き
な
も

の
が
街
を
練
り
歩

く
な
ん
て
、
電
線

な
ん
か
邪
魔
に
な

ら
な
い
ん
で
し
よ

う
か
？
」
と
、
興

味
津
々
に
語
っ
て

い
ま
し
た
。
 



五
所
川
原
地
区消
防
団

第
十
分
団
で
は
、梅
沢
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィセ
ン
タ
ー
に
 

火
災
の
な
い私
凝
ち
の
ま
ち
を
旦
指
し
て
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秋
の
火
災
予
防
運
動
 

秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
の
十月
十
五
日
か
ら

二
十
一
日ま
で
、
市
内
各
地
で
防火
を
呼
び
か
け

る
様
々
な
イ
ベ
ン
トが
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

金
木
地
区
で
は
、
暖
房
が
必
要
と
な
り
火
災
が

増
え
る
こ
の
時期
、
広
報
車
と消
防
車
両
がパ
レ
 

ー
ド
を
行
っ
て
火
災
の
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
地
区
で
は
、
消
防
団
員
に
よ
る
防
火

パ
レ
ー
ド
や
、
保
育
園
・
幼
稚
園
児に
よ
る
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
、
五
所
川
原
地
域
防災
協
会
の
皆
さ

ん
が
街
頭
を
パ
レー
ド
し
て
防
火
意
識
を
喚
起
し

ま
し
た
。
ま
た
、
「
一
日
消
防
官
」
の
高
校
生
六
 か
 

名
は
、
A
E
D
を
使
用
し
た
心
肺
蘇生
法
の
実
践
「
『
 

や
救
急
車
の
見
学
、は
し
ご
車
搭
乗
、放
水
訓
練
r
 

を
体
験
し
ま
し
た
。
 

J
「
ー
ー
 

火事救急救助は 

遣，19番 

一
B
消
防
官
・
防
火
パ
レ

ー
ド
 

お
い
て
、
A
E
D
を
使
用
し
た
心
 

肺
旅
生
法
の
講
習
会を
開
催
し
ま
し
た
。
 

市
浦
地
区
で
は
、
市
浦
地
区
消

防
団
と
市
浦
消
防
署
員
が
防
火
パ

レ
ー
ド
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
 

し
う
ら
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ員
と
ア

ト
ム
幼
年
消
防
クラ
ブ
の
園
児
も

加
わ
り
、市
浦
総
合
支所
駐
車
場

を
会
場
に
火
災
予
防
運
動
を
展
開
。
 

園
児
た
ち
は
元
気
な
声
で
「火
遊

び
は
し
ま
せ
ん
」
と
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
コ
P
締

ま
り
用
心
 
火
の
用
心
」
と
歌
い

音
楽
に
合
わ
せ
て
拍
子
木
を
打
ち

な
が
ら
パ
レ
ー
ド
し
、
火
災
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え

ま
し
た
。
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次回は、11月25日日10時か

ら中央公民館にて、藤本佳代子
氏による読み聞かせ講演会です。 
どなたでも、お気軽に参加くだ

さい。 

読
み
聞
か
せ
フ
ェ
ア
 

『よ
づ
こ
そ
 
お
鯵
客
し
）⑩
個
募
へ
』
 

九
月
三
十
日
、読
み
聞
か
せ
フ
ェア
「
よ
う
こ
そ
お
は
な

し
の
世
界
へ」
が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
催
しは
、
子
ど
も
達
に
読
書
の
楽
し
さ
、
大
切
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
が
一
体
とな
っ
た
子
ど
も
の
読
書
活

動
の
推
進
を
図
ろ
う
と
、ご
し
ょ
が
わ
ら
子
ど
も
読
書
活
動

推
進
実
行
委
員
会
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。
 

参
加
し
た
親
子
ら
は
、五
所
川
原
お
は
な
し
「ぽ
ぽ
ん
た
」
 

に
よ
る
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
N
P
〇
法
人
子
ど
も
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
す
て
っ
ぷ
に
よ
る
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど
8
団
体

に
よ
る
読
み
聞か
せ
の
ほ
か
、
「見
る
」
「作
る
」
「さ
わ
る
」
 

の
各
ブ
ー
ス
で
大型
絵
本
に
ふ
れ
た
り
、
ベ
ー
プ
サ
ー
ト
を

作
っ
た
り
す
る
な
ど
、楽
し
い
 

ひ
と
と
き
を
過
ごし
ま
し
た
。
 

ど
う
も
あ
り
がと
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

＠
社
会
福
祉
協
議会
へ
 

〇
N
P
O
法
人
車
椅
子
レ
ク
ダ
ン
ス
普
及
会
青

森
県
連
合
会
（
市川
恵
美
会
長
）
H
寄
贈
（
車

椅
子
一
台
）
 

〇
五
所
川
原
第
一
中
学
校
ボラ
ン
テ
ィ
ア
委
員

会
（
成
田壮
宏
委
員
長
）
り
四
万
六
干
六
百
八

十
」
両
（
五
一中
祭
バ
ザ
ー
の
益
金
）
、寄
贈
 

（く
つ
下
六
十
足
）
 

〇
津
軽
野
歌
謡
ク
ラ
ブ
（
佐藤
武
彦
会
長
）
H
「
1
 

万
五
千
百
五十
七
円
（
チ
ャリ
テ
ィ
ー
歌
謡

・

舞
踊
発
表
会
の
益
金
）
 

〇
竹
林
き
よ
み
さ
ん
（
飯
詰
字
福
泉）
H
寄
贈
 

（
車椅
子
一云
巳
 

＠
五
所
川
原
市
へ
 

〇
青
森
県
遊
技
業
協
同
組
合（
大
西康
弘
理
事

長
）
H
寄
贈
（A
E
D
・
自動
体
外
式
除
細
動

器
一
台
）
五所
川
原
第
三中
学
校
に
設
置
 

》
 

ー
ー
』

騒
、
 

~  
為かせフェア「‘うこそ おはなしの世界へ 

’，ごしょがわら子ども読書活動推、L 委員会 

F地域lB貢献し、一地域とともに歩んで 
いきたい」 と話し寄贈する副理事長の 

林成鏑さん（右から 2 人目） 

五
所
川
原
市
消
防
団
（川
村
肇
団
長
）
は
十月
二
十
日
、
金

木
公
民
館
で
金
木
地
区
女
性
団
員
発
足
式を
行
い
、
川
村
団

長
か
ら
辞
令交
付
を
受
け
た
女
性
団
員
十
八
人
が
、
女
性
ら

し
さ
を
活
か
し
な
が
ら
安
全
・
安
心に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
地
域
づく
り
に
努
め
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。
 

当
市
で
は
、
平
成
十
一
年
に
五
所
川
原
地
区
で
発
足
し
て

以
来
、
二
地
区
目
の
女
性
団員
発
足
とな
り
ま
し
た
。
 

式
で
は
、
書
藤
日
出
さ
ん
が
女
性
団
員
を
代
表
し
て
「
宣

誓
」
を
行
い
、
続
い
て
川
村
団
長
か
ら
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。
 

今
後
、
女
性
団
員
は
高
齢
一
人
暮
ら
し宅
を
訪
間
し
火
元

の
安
全
確
認を
し
た
り
、
救
急
法
の
普
及
な
ど
に
努
め
ま
す
。
 

《
宣
誓
》
 
私
達
、五
所
川
原
市
消

防
団
金
木
地
区
女
性
消
防
団
員
は
、
 

少
子
・
高
齢
化
を
迎
え
た
今
日
、
 

女
性
の
立
場
か
ら
「
き
め
細
や
か

さ
」
「や
さ
し
さ
」
「思
い
や
り
」
 

の
心
を
十
分
に
活
か
し
て
、
市
民

が
安
全
・
安
心
にく
ら
す
こ
と
が

で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
 

消
防
団
員
と
し
て
の
職
務
を
遂
行

す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。
 

廿
性
な
ら
で
は
の
安
全
・
安旭
な
地
域
フく
り
 

五
所
川
原
市
消
防
団
金
木
地
区
女
性
団
員
発
足
式
 



平
成
2
0年度
（
4
月
入
所
）
 

保
育
所
入
所
申
込
受
付
 

児
童
家
庭
係

内
線
2
4
3
8
 

1
1月
は
「
児
童
虐
待
防
止
 

推
進
月
間
」
で
す
 

標
語
『
き
こ
え
る
よ
 

耳
を
す
ま
せ
ば
 

心
の
さ
け
び』
 

児
童
家
庭
係
内
線

2
4
3
7
 

家
庭
福
祉
課
 

か
ら
の
お
知
ら
せ
 

じ
ん
け
ん
学
習
会
実
践
者
「
 

養
成
講
座
 
参
加
者
募
集
 

青
森
県人
権
教
育
・
学
習
推
進協
議
会
 

（青
森
県
教
育
庁
生
涯
学
習
課
内
）
 

皿
0
1
7
(
7
3
4
)
9
8
8
8
 

献
0
1
7
(
73
4
)
8
27
2
 

8
 

日
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今
月
の
相
談
日
 

⑥
行
政
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
  
（づ

1
1
，
ノ
 

●

1
1月
8
日
困
 
1
0時

、
1
2時
 

1
1月
2
2日
困
 
1
3時
5
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
・
行政
相
談
委
員
 

⑥
行
政

・
人
権
合
同
相
談
 

金
木
総
合
支
所
 
内
線
3
1
0
・
 

●

1
1月
2
1日
困
 
1
0時
5
1
5時
 

金
木
総
合
支
所
 
第
「
套
議
室
 

◇
相
談
員
・
・
行政
相
談
委
員
 

人
権
擁
護
委
員
 

⑥
法
務
局
人
権
相
談
 

皿
（3
4)
2
 
(
J
(
J
0
 

●

月
5
金
曜
日
（
祝祭
日
を
除
く
）
 

9
時

5
1
6時
 

青
森
地
方
法
務
局
五
所
川
原
支
局

◇
相
談
員
…
人
権
擁
護
委
員
 

⑥
こ
こ
ろ
の
相
談
 

五
所
川
原
保
健
所
 健
康
増
進
課

皿
（3
4)2
1
0
8
 献
（3
4)
7
51
6
 

不
眠
、
憂
う
つ
、
人
間
関
係
がう
ま

く
い
か
ずノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
、
お
年
寄

り
の
ひ
ど
い
も
の
忘
れな
ど
の
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。
 

●

1
1月
9
日
岡
 
1
3時
5
1
4時

五
所
川
原
保
健
所
 第
一
相
談室
 

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
 

国
保
年
金
課
 
内
線
2
3
3
2
 

平
成
1
9年
1
月
か
ら
1
2月
ま
で
の
間

に
納
め
た
国
民
年金
保
険
料
は
「
社
会

保
険
料
控
除
」
と
し
て
全
額
が
所
得
か

ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
 

申
告
で
き
る
の
は
、平
成
1
9年
中
に

毎
月
納
め
た
保
険料
の
ほ
か
に
、
過
去

の
期
間
分
で
、
未
納
や
免
除を
受
け
た

分
を
平
成
1
9年
中
に
納
め
た
保
険
料
額

に
な
り
ま
す
。
 

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民
年
金

保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申

告
す
る
場
合
は
、
保
険
料
の
支
払
い
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。
 

そ
の
際
は
、
社
会
保
険庁
よ
り
1
1月
初

旬
に
発
行
さ
れ
る
「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除証
明
書
」
や
領

収
書
な
ど
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
（1
0月
以
降
に
本
年
初
め
て
保
険
料

を
納
付
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
2
 

月
初
旬
に
証
明
書
が
送
付
さ
れ
る
予
定

で
す
）
。
 

年
末
調
整
や
確
定
申告
の
手
続
き
の

際
は
必
ず
こ
の
証
明書
や
領
収
書
が必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、申
告
を
行
う
ま

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
 

詳
し
く
は
、
弘
前
社
会
保
険
事
務
所

皿
0
1
7
2
(2
7)
13
3
8
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

◇
受
付
場
所
 

・

市
役
所
北
棟
1
階
 
家
庭
福
祉
課
児

童
家
庭
係
 

・

金
木
総
合支
所
1
階
 
保
険
福
祉
係

内
線
3
1
1
0
 

・

市
浦
総
合支
所
 
保
険福
祉
係
 

内
線
4
0
3
4
 

◇
受
付
開
始
 
1
1月
1
9日
回
 

◇
受
付
締
切
 
1
2月
2
1日
岡
 

締
切
り
後
でも
随
時
受
付
し
ま
す
。
 

た
だ
し
、保
育
所
の
定
員
に
余
裕
が

な
い
場
合
、期
間
内
の
受
付
で
あ
っ

て
も
入
所
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
 

※
申
込
書
は
各
受
付
場
所
及
び
各
保
育

所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
 

保
育
所
に
よ
っ
て
は
、障
害
の
あ
る

児
童
の
入
所
も
で
き
ま
す
。
各
保
育

所
の
詳
し
い
情
報
を
掲
載
し
た
チ
ラ

シ
も
児
童
家
庭
係
に
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す
の
で
ご利
用
く
だ
さ
い
。
 

※
現
在
、
市
外
保
育所
へ
入
所
して
い

る
方
、
及
び
現
在
入
所
が
でき
ず
待

機
し
て
い
る
方
も新
規
で
の
申
込
み

が
必
要
とな
り
ま
す
。
 

子
ど
も
の
虐
待
に
は
、
身
体
的
虐
待
、
 

性
的
虐
待
、
養
育
の
拒
否
や
放
棄
、心

理
的
虐
待
が
あ
り
ま
す
。虐
待
は
、
親

が
地
域
社
会
か
ら
孤立
し
て
い
る
時
起

こ
り
がち
で
す
。
ま
ず
は
自
分
の
子
育

て
を
振
り
返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
子

育
て
に
悩
ん
で
い
る
人
は
、
ひ
と
り
で

抱
え
込
ま
ず
に
家
族
や
近
隣

・
知
人
に

助
け
て
も
ら
う
、
地
域
の
公
共
機
関
に

相
談
す
る
な
ど
、少
し
の
き
っ
か
け
が

問
題
の
解
決に
繋
が
り
ま
す
。
虐
待
と

思
わ
れ
る
事
実
を
知
っ
た
と
き
は
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。
地
域
で
も
、
社
会
全

体
の
問
題
と
し
て
理
解
と適
切
な
協力

が
必
要
で
す
。
 

農
産
物
加
工
品
直
売
会
 

五
所
川
原
市
農産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
 

振
興
対
策
協
議
会
 

農
林
水
産
課
内

線
2
5
1
5
 

●

1
1月
2
1日
困
 
1
2時
5
1
2時
4
5分

市
役
所
2
階
ロ
ビ

ー
 

◇
主
な
販
売
品
…
梅
漬
け
、
豆
腐
、
み

そ
、
漬
け
物
な
ど
手
作
り
の
加
工
品

や
そ
ば
粉
な
ど
 

グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
を
通
し
て

人
権
感
覚
を
み
が
き
、
自
己
肯
定
感
を

高
め
て
い
く
講
座
です
。
お
誘
い
合
わ

せ
の
ラ
え
、
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。
 

◇
対
象
…
どな
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

●

1
1月
1
6日
岡
 
1
3時
5
1
6時

五
所
川
原
地
域
職
業訓
練
セ
ン
タ

ー
 

・

演
題
／
講
師
…
「
暮
ら
し
の
中
の
じ

ん
け
ん
」
N
P
O
子
ど
も
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
す
て
っ
ぷ
ス
タ
ッ
フ
 

・

対
象
…
一
般
県
民
（受
講
料
は
無
料
）
 

●

1
1月
2
1日
困
 
1
3時
5
1
6時

中
央
公
民
館
 

・

演
題
／
講
師
…
「
私
も
大
事
あ
な
た

も
大
事
」
は
ち
の
ヘ
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ア

ク
シ
ョ
ン
代
表
・
工
藤
恵
美
子
氏
 

●

1
1月
3
0日
岡
 
1
3時
5
1
6時

中
央
公
民館
 

・

演
題
／
講
師
…
「
子
ど
も
の
権
利
を

理
解
す
る
た
め
に
」
N
P
〇
子
ど
も

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
す
て
っぷ
ス
タ
ッ
フ

◇
受
講
料
・・
無
料
 

◇
申
込
方
法
…
電
話
ま
た
は
F
A
X
で

氏
名
と
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
 

●
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平
成
2
0年

成
人
式
 

「
はた
ち
の
主
張発
表
者
」
 

「
ス
タ
ッフ
協
力
者
」
募
集
 

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
 

m
(3
5)
21
1
1
 内
線
3
3
2
2
 

当
市
で
は
、は
た
ち
を迎
え
立
派な

社
会
人
と
して
飛
躍
さ
れる
こ
と
を
祝

し
、
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。
 

市
内
の
対
象
者に
は
、
1
2月
上
旬
に

は
が
き
で
通
知
し
ま
す
。
学
校
や
仕
事

の
都
合
で市
外
に
居
住
し
て
い
る
当
市

出
身
者
の
方
の
参加
も
歓
迎
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
 

1
2月
よ
り
受付
し
ま
す
の
で
ご連
絡
く

だ
さ
い
。
 

は
た
ち
の
主
張
 

発
表
者
募
集
 

成
人
式
に
発
表
し
て
い
た
だき
ま
す
。
 

◇
テ
ー
マ
…
成
人
式
を迎
え
る
に
あ

た
っ
て
感
じて
い
る
こ
と
、決
意
な
ど
。
 

◇
発
表
時
間
 
約
3
分
（原
稿
用
紙
3
 

枚
程
度
）
 

◇
応
募
期
限
 
1
1月
3
0日
岡
 

ス
タ
ッ
フ
協
力
者
募
集
 

当
日
の
受
付
・
会
場
整
理
な
ど
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
協
力
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

皆
さ
ん
多
数の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
 

◇
応
募
期
限

…
1
1月
3
0日
岡
 

平
成
2
0年
成
人
式
 

●

2
0年
1
月
1
3日
同
 
1
4時

、
 

オ
ル
テ
ン
シア
 
大
ホ
ー
ル
 

◇
対
象
…
昭
和
6
2年
4
月
2
日
5
昭
和
 

6
3年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
 

納
税
作
品
を
展
示
し
ま
す
 

青
森
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
 

五
所
川
原
地
区
支
部
 

皿
（3
4)
21
1
1
 内
線
2
1
1
 

「税
を
考
え
る
週
間

（1
1月
1
1日
5
1
7
 

日
）」
に
あ
わ
せ
五
所
川
原
市
内
及
び

北
津
軽
郡
町
内
の
小
・
中
学生
に
よ
る
 

「税
」
 
に
関す
る
入
選
作
品
（習
字
・
 

平
成
1
9年
分
 

年
末
調
整
説
明
会
 

五
所
川
原
税
務
署法
人
課
税
部
門
 

狙
（
3
4)
3
2
7
9
 

平
成
1
9年
分
の
年
末
調
整
説
明
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
 

●

1
1月
2
1日
困
 

・

1
3時
3
0分
5
1
5時
契
刀
 

つ
が
る
市
、
深
浦
町
、
鯵
ケ
沢
町
 

※
五
所
川
原
市
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

●

1
1月
2
2日
困
 

・

1
0時
5
1
2時
 

五
所
川
原
市
（
金木
・
市
浦
地
区
を
 

除
く
）
 

・

1
3時
3
0分
5
1
5時
3
0分
 

五
所
川
原
市
（
金
木・
市
浦地
区
）
 

◇
会
場

…
オ
ル
テ
ンシ
ア
 
小
ホ
ー
ル
 

※
出
席
の
際
は
事
前
に
郵
送
さ
れ
て
い
 

る
関
係
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

裁
判
員
制
度
ミ
ニ
フ
ォ

ー
 

ラ
ム

・m
五
所
川
原
 

青
森
地
方
・
家庭
裁
判
所
総
務
課庶
務
係
 

皿
0
1
7
(7
2
2
)
5
3
5
1
 

ど
な
た
で
も
お気
軽
に
参
加
い
た
だ
 

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

5
税
務
相
談
の
体
制
が
変
わ
り
ま
す
5
 

五
所
川
原
税
務
署
 
皿（3
4)
31
3
6
 

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
1
1月
1
 

日
以
降
、
「電
話
相
談
セ
ン
タ

ー
」
で

お
答
え
し
ま
す
。
 

〔
間
い
合わ
せ
先
〕
皿
（3
4)
31
3
6
 

ま
た
、
税
に
つ
い
て
知
り
た
い
とき

は
、
い
つ
で
も
手
軽
に
税
情
報を
入
手

で
き
る
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用

く
だ
さ
い
。
 http
ミ
を
ミミ
n
ta・
加ojP
 

な
お
、
面
接
に
よ
る
相
談
を希
望
さ

れ
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
税
務
署
に
相

談
の
日
時
を
予
約
し
、
関
係
書
類
を
持

参
の
う
え
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

特
別
講
演
会

聴
講
者
募
集
 

県
立
自
然
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
 

皿
0
1
7
2
(6
2)
4
52
7
 

献
0
1
7
2
(6
2)
8
51
0
 

植
物
分
類
学
の第
一
人
者
・
河
野
氏

を
講
師
に
迎
え
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
し
 

●

1
1月
1
7日
田
 
1
3時
5
1
6時
 

県
立
自
然
ふ
れあ
い
セ
ン
タ

ー
 

◇
演
題
／
講
師…
「地
球
環
境
の
危
機
」
 

自
然
保
護
連
合
（I
U
c
N
）
生
態
系
 

管
理
委
員
会
副
委
員
長
 

※
入
場
無
料
。要
事
前
申
込
み
。
 

あ
お
も
り
子
育

て
応
援

わ
く
わ
く
店
事
業
 

青
森
県
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
 

m
o
l
7
(
7
22
)
51
7
5
 

青
森
県
で
は
、地
域
・
社
会
全
体
で

子
育
て
を
支え
合
う
環
境
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
店
舗
等
の
協
力
を
得
て
、
 

子
育
て
家
庭
等
へ
の
優
待
制
度
を
構

築
・
普
及
す
る
事
業
を実
施
し
て
い
ま

す
。
 

◇
サ
ー
ビ
ス
対
象
 

妊
婦
・
1
8歳
未
満
の
子
ど
も
連
れ
の

家
庭
 

●

に
こ
に
こ
店
 

割
引
券
や
特
典
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
 

供
す
る
店
舗
 

●

ほ
の
ほ
の店
 

お
出
か
け
しや
す
い
環
境
等
に
配
慮

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
店
舗

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
P
R
チ
ラ
シ
か
ら

ク
ー
ポ
ン
券
を
入
手
し
て
協
賛
店に
お

で
か
け
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
事
業
の
趣
旨
に
賛
同
し
、協

賛
し
て
い
た
だけ
る
店
舗
等
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
 

h
t
tPミ
乏
を
芝

・a
P
io・p
re
f・m
o
ョ
o
r
ijP
、
 

オ
o
ユ
o
ョ
o
、芝
m
片
に
芝
ゆ
オ
c
、in
de
x
・
プ「ョ
ー
 

ポ
ス
タ

ー
・
作
文
）を
展
示
しま
す
。
 

け
ま
す
。
入
場
無
料で
す
。
 

●

1
1月
1
0日
田

5
1
1同
 

●
1
2月
1
日
田
 
1
3時
3
0分
5
1
6時
 

・

エ
ル
ム
の
街
s
c
（五
所
川
原
市
・
 
ェ
ル

ム
の
街
s
c
 
エ
ル
ム
ホ
ー
ル

北
津
軽
郡
3
町
の
入
選
作
品
）
 

◇
内
容
・
映画
「
裁
判
員
」
上
映
、
裁
 

・

イ
オ
ン
モ
ー
ル
つ
が
る
柏
（
つ
が
る
 
判
官
に
よ

る
制
度説
明
、
質
疑
応
答

市
・
西
津
軽
郡2
町
の
入
選
作
品
）
 

※
電
話
に
よ
る
申
込
み
先
着
5
0名
ま
で
。
 

ー
激
変
す
る
自
然
環
境
…
人
類
に
果
 
協
賛
店
と
サ
ー
ビ
ス
内
容
及
び
協
賛

た
し
て
未
来
は
あ
る
か
？
／
河
野
昭
 
申
込
み
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
で

一
氏

・
京
都
大
学
名
誉
教
授
・
国
際
 
きま
す
。
 



事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
 

5
外
国
人
雇
用
の
ル
ー
ル
が
 

変
わ
り
ま
し
た
 

五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所
 

皿
（
3
4)
3
1
7
1
 

明
る
い
選
挙
出
前
講
座
 

最
低
賃
金
が
 

改
正
さ
れ
ま
し
た
 

1
時
間

6
1
9
円
 

青
森
労
働
局
賃
金
室
 

皿
0
1
7
(
7
34
)
41
1
4
 

0
 

ー
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1
0月
1
日
か
ら
、外
国
人
労
働
者
（
外

交
ま
た
は
公
用
、特
別
永
住
者
を
除く
）
 

を
雇
用
す
る
場
合
、そ
の
氏
名
、
在
留

資
格
等
を
公
共
職
業安
定
所
（
ハロ

ー
 

ワ
ー
ク
）
へ
の届
出
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。
 

①
雇
用
保
険
の
被
保
険者
で
あ
る
外

国
人
、
②
雇
用
保
険
の
被
保
険者
で
な

い
外
国
人
、③
1
0月
1
日
時
点
で
既に

雇
い
入
れ
て
い
る
外
国
人な
ど
、
状
況

に
よ
り
届
出
事
項
・
方
法
・期
限
等
が

異
な
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
五
所川

原
公
共
職業
安
定
所
ま
で
間
い
合わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

五
所
川
原
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
で
は
、
市
民
の
政
治
及
び選
挙
に
対

す
る
意
識
の
高
揚
を
図る
た
め
、選
挙

啓
発
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

●

1
1月
7
日
困
 
1
5時
5
 

エ
ル
ム
の
街
s
c
 
エ
ル
ム
ホー
ル
 

◇
演
題
・
講
師…
「
選
挙
啓
発
運
動
の
 

生
成
と
発
展
」
渡
部
一
清
氏
 

◇
入
場
料
・・
無
料
 

労
働
者
・
事業
主
の
皆
さ
ま
ー
・
 

悩
ん
で
い
な
い
で
 

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
 

5
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
 

労
働
局
が
お
手
伝
い
し
ま
す
5
 

青
森
労
働
局
総
務
部
企
画
室
 

皿

0
1
7
(7
3
4
)4
2
1
2
 

丁
＃
9
I
I
乏
乏
乏
・
ゆoョ
o
r
i

・0
ラ
・
加o・jp『
 

s
e
i
d
o
(s
e
i
d
o
O一
・
三ョ
ー
 

無
料
の
「
個
別
労
働
紛
争
解
決
援助

制
度
」
を
利
用
く
だ
さ
い
。
 

⑥
個
々
の
労
働
者
と
事業
主
の
間
の
解

雇
、
配
置
転
換
、
賃
下
げ
な
ど
労
働

関
係
の
あ
ら
ゆ
る
紛
争
を
対
象
に
無

料
で
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
 

※
詳
細
は
青
森
労
働
局
総
務
部
企画
室
、
 

ま
た
は
五
所川
原
労
働
基
準
監
督
署

冠
（
3
5)
2
3
0
9〕
総
合
労
働
相

談
コ
ー
ナ
ー
ま
で
お
問
い
合わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

福
祉
の
仕
事
 

一
日
移
動
相
談
 

弘
前
福
祉
人
材
バ
ン
ク
 

皿
0
1
7
2
(
3
6)1
8
3
0
 

福
祉
の
職
場
で働
き
た
い方
を
対
象

に
、
就
職
相
談
、
福
祉
人
材
登
録
や
福

祉
資
格
の
取
得
方
法な
ど
一
日相
談
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。
 

●

1
1月
1
4日
困
 
9
時
5
1
5時

五
所
川
原
公
共
職
業安
定
所

※
事
前
の
申
込
み
は
不
要
です
。
 

青
森
県
の
最
低賃
金
は
1
0月
3
1日
か

ら
時
間
給
額
で
6
1
9
円
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
 

最
低
賃
金制
度
は
、
「最
低
賃
金
法
」
 

に
基
づ
き
国
が賃
金
の
最
低
限
度
を
定

め
、
使
用
者
は
最
低
賃金
よ
り
低
い賃

金
で
労
働
者
を
働
か
せ
て
は
な
ら
な
い

と
定
め
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
た
め
青
森
県最
低
賃
金
は
、
産

業
別
最
低
賃
金（4
業
種
）
が適
用
さ
れ

る
労
働
者
を
除き
、
県
内
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者
（
常用
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、
 

ア
ル
バ
イ
ト
を
問
わ
な
い
）
に
適用
さ

れ
ま
す
。
 

使
用
者
は
最
低賃
金
に
つ
い
て
常
時

見
や
す
い
場
所に
掲
示
をす
る
か
、
そ

の
他
の
方
法
で労
働
者
に
周
知
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

女
性
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
 

受
講
者
募
集
 

生
涯
学
習
課
 
内

線
3
3
2
2
 

N
P
O法
人
子
ど
もネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
 

す
て
っぷ
 

m
(3
4)
21
7
0
 

女
性
の
た
め
の
身
近
な
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
講
座
。
出
産
、
子
育
て
の
後
に
も
う

一
度
チ
ャレ
ン
ジ
し
た
い
あ
な
た
の
就

業
・
起
業
・
社
会
参加
を
サ
ポ
ー
ト

ー
 

●

期
間
…
1
1月
1
8日
同
5
2
月
2
8日
困
 

に
各
コ
ー
ス
1
0回
 

▼
五
所
川
原
会
場
（
主
に
五
所川
原
地
 

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
）
 

午
前
コ
ー
ス
／
午
後
コ
ー
ス
 

▼
金
木
会
場（
主に
金
木
公
民館
）
 

午
前
コ
ー
ス
 

◇
定
員
…
各
コ
ー
ス
2
0名
。
 

◇
講
座
内容
…
マ
イ
ン
ド
ア
ッ
プ
・
コ
 

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

・
I
T
ス
キ
ル
 

ア
ッ
プ
・
地
産
地消
チ
ャ
レ
ン
ジ
 

開
講
記
念
公
開
講
座
 

開
講
を
記
念
し
た
公
開
講
座
（定
員
 

1
o
o
名
）
。こ
の
公
開
講座
の
み
参

加
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

●

1
1月
1
8日
回
1
3時
3
0分

5
1
6時
契
刀

五
所
川
原
地
域
職
業訓
練
セ
ン
タ

ー
 

◇
演
題
／
講
師…
「
あ
な
た
の
力
を
地
 

一
地
産地
消
を
味
わ
う
会
 

五
所
川
原
市
地
産
地消
を
進
め
る
会

狙
（
2
9)
2
6
8
2
 
斉
藤

市
農
業
委
員
会
内
線

2
7
7
6
 

地
元
産
の
新
鮮
で
安
心
・
安
全な
農

作
物
等
の調
理
・
試
食
会
を
開
催
しま

す
。
食
材
の
お
い
しさ
と
安
全
さ
を
実

感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。試
食
の
み
の
参

加
も
大
歓
迎
で
す
。
 

●

1
1月
2
1日
困
 
1
0時

、
1
4時
 

1
0時
5
1
2時
 
調
理
体
験
 

1
2時
5
1
4時
 
試
食
会
 

中
央
公
民
館
 
（定
員
5
0人
）
 

◇
参
加
料
…
3
o
o
円
（
材
料
費
）
 

◇
申
込
方
法…
1
1月
1
4日
困
ま
で
に
電
 

話
で
申
し込
み
く
だ
さ
い
。
 

一
日
技
能
教
室
（
無
料
）
 

青
森
県
立
弘
前
高
等
技
術
専
門
校

つ
が
る
校
 
皿
（
4
2)
2
4
2
4
 

地
域
の
皆
さ
ん
に
技
術
専
門
校の
訓

練
内
容
に
理
解
と
認識
を
深
め
て
い
た

だ
く
体
験
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
 

●

1
1月
1
6日
岡
 
9
時

、
1
2時
 

①
溶
接
科
 
焼
き
肉
鉄
板
の
製
作
 

②
配
管
科
 
子
供用
イ
ス
の
製
作
 

※
安
全
に
作
業
が
でき
る
服
装
と
ズ
ッ
 

ク
等
が
必
要
。
作
品
は
持
ち
帰
り
可
。
 

◇
定
員
・
・
各
コー
ス
2
0名
・
先
着
 

◇
申
込
期
間

・
・1
1月
6
日
因
、
1
3日
因
 

土
・
日曜
を
除
く
9
時

、
1
6時
契
刀
 

最
低
賃
金
に
関
す
る
お
問
い
合わ
せ
〉
 
域
社
会
で
い
か
そ
う
」
萩
原
な
つ
子

青
森
労
働
局
賃
金
室
 
ま
た
は
 
氏
・

立
教
大
学
大
学
院
2
1世
紀
社
会

五
所
川
原
労
働
基
準
監督
署
 
デ

ザ
イ
ン
研
究
科
准教
授
 

皿
（3
5)
2
3
09
 
ま
で
 
※
参
加
費
…
無
料
・
全
講座
託
児
付
き
 

●
 

●
 



五
農
高
生
徒
の
 

心
が
こ
も
っ
た
味
と
 

香
り
を
お
届
け
し
ま
す
 

「
きら
き
ら
栽
培
パ
ッ
ク
」
 

五
所
川
原
農
林
高
等
学
校
 

五
農
P
T
A
き
ら
き
ら
栽
培
計
画
部
 

皿
（3
7)
21
2
1
 献
（3
7)
21
2
3
 

川
倉
新
そ
ば
ま
つ
り
 

川
倉
ふ
れあ
い
セ
ン
タ
ー
農
産
物加
工
部
会
 

皿
（
5
3)
2
0
9
5

白
川

皿
（
5
2)
4
5
7
7

泉
谷
 

弘
大
金
木
農
場

農
場
祭
 

弘
前大
学
生
物
共
生
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
 

金
木
農
場
 

皿
（5
3)
20
2
9
 

m
言
」
【
jm
5
3
2
0
2
9

回
cc・h
iro
s
a
k
iと

・a
c・jp
 

第
4
1回
歳
末
助
け
合
い
 

「芸
能
祭
」
開
催
 

ち
ど
り
会
 
皿
（3
5)
3
37
6
佐
々
木
 

青
森
県
民
謡
王
座
の
一
戸
平
治さ
ん
、
 

小
山
内
清
智
さ
ん
を
は
じ
め
、
民
謡
、
 

津
軽
「
味
線
、尺
八
、
舞
踊
、
保
育
園

児
の
和
太
鼓
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
です
。
 

●

1
2月
2
日
同
 
1
0時
5
 

オ
ル
テ
ンシ
ア
 
大
ホー
ル
 

◇
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
…
お
笑
い
一
代
、
 

南
部
ト
リ
オ
・
ザ
・
シ
ャー
マ
ン
 

※
前
売
5
0
0
円
、
当
日
7
o
o
円
 

」青
松
園

祭
 

青
松
園
 
皿
（
3
7)3
1
1
1
 

●

1
1月
1
1日
回
 
1
0時
5
1
5時
 

◇
内
容

…
マ
リ
ン
バ
演
奏
、
津
軽
昔
語

り
、作
品
販
売
、リ
サ
イ
ク
ル
バ
サ
ー
、
 

食
堂
、
屋
台
、
大
抽
選
会
ほ
か
 

※
五
所
川
原
駅
か
らの
送
迎
バ
ス
あ
り
。
 

駅
発
 
①9
時
4
0分
 
②
1
2時
3
0分

青
松
園
発
 
①1
2時
 
②
1
5時
1
0分
 

渋
谷
伯
龍
氏
 

「
津
軽
弁
と川
柳
」
を
語
る
 

北
地
方
教
育
会
館
 

皿
（
3
5)
2
0
8
8
 

●

1
1月
1
7日
田
 
1
4時
5
 
エ
ル
ム
の

街
s
c
 
パ
ー
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
 

※
川
柳
作
品
（
津
軽
弁
でな
く
て
も
よ

い
）
を1
1月
1
0日
頃
ま
で
に
事
務
局

ま
で
送
っ
て
い
た
だく
と
、
当
日
、
 

渋
谷
氏
か
ら指
導
を
受
け
られ
ま
す
。
 

第
7
回
定
期
演
奏
会

み
ん
な
の
音
楽
会2
o
o
7
 

雪
の
里
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
 

m
o
9
0
(
7
7
9
6
)3
8
m
N佐
々
木
 

西
北
五
地
域
で
活動
す
る
吹
奏
楽
団
。
 

家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
音
楽
会
で
す
。
 

●

1
1月
1
8日
同
 
開演
1
4時
3
0分
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 
大
ホー
ル
 

司
会
／
坂
本
睦
子
（
フ
リ
ー
ァナ
ウ
ンサー
）
 

◇
入
場
料
…
5
0
0
円
（
小学
生
以
下
 

無
料
）
 

第
1
2回
ソ
フ
ト
バ
レ

ボ
ー
ル
交
歓
会
 

大
会
事
務
局
 
ス
ポ
ー
ツオ
フ
ィ
ス

皿
・
献
（
3
3)
2
4
8
5
 

●

1
1月
2
5日
同
 
南
小学
校
体
育
館

▼
女
子
の
部
 

・

3
5歳
ま
で
の
女
性
 

・

3
6歳
以
上
の
女
性
 

▼
ト
リ
ム
の
部
 

今
年
も
生
徒
達
が
一
生
懸
命育
て
た

米
・
り
ん
ご
・
ジ
ャム
の
詰
め
合
わ
せ

や
花
の
詰
め
合わ
せ
を
お送
り
し
ま
す
。
 

A
1
1

「米
・
り
ん
『」
・
ジ
ャム
」
 

米
（
つ
が
る
ロ
マ
ン
／
特
別
栽
培
米
 

i
農
薬
と
化
学
肥
料
の
使
用
量
を
青

森
県
基
準
の
5
割
以
下
で
栽培
し
青

森
県
の
認
証
を
得
て
い
ま
す
）5
蛇
、
 

り
ん
ご
（
無袋
ふ
じ
）
8
5
1
0個
、
 

ジ
ャ
ム
3
缶
（
赤
＆い
り
ん
ご
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
、
イ
チ
ゴ
／
各
2
3
0
 

g
)
 

・
販
売
額
…
4
2
o
o円
 

・

販
売
個
数…
8
o
o
個
 

◇
お
届
け
 
A
1
1
、
A
1
2
は
1
2月

上
旬
。
B
は
1
1月
上
旬
か
ら
随
時
。
 

◇
申
込
方
法
…
電
話
ま
た
は
F
A
X
で

所
定
の
払
込用
紙
を
請
求
して
く
だ

さ
い
。
払
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、郵
便
局
で
代
金
を
払
い込

み
く
だ
さ
い
。
 

※
数
量
限定
に
つ
き
完売
の
場
合
も
あ

り
ま
す
。
 

川
倉
地
域
で
収
穫
さ
れ
た
新
そ
ば
を

使
っ
て
「
そ
ば
打
ち
体
験
」
に
挑
戦
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
 

●

1
1月
1
1日
同
 
1
回
目

…
1
0時
5
 

2
回
目

…
1
1時
3
0分
5
 

川
倉
ふ
れあ
い
セ
ン
タ

ー
 

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
結
び
つ
き
を
深

め
る
た
め
「農
場
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

●

1
1月
1
0日
田
 
9
時
3
0分
5
1
5時

金
木
農
場
（
市内
金
木
町
芦
野
8
4)
 

◇
内
容
：
農
事相
談
（農
産
物
や
農
業

経
営
）
、試
食
（
米
・り
ん
ご
）
、農

場
生
産
物
販
売
（
米・
牛
肉・り
ん
ご

・

野
菜
な
ど
）
、焼
き
肉
（
弘
大ア
ッ
プ

ル
ビ
ー
フ
）な
ど
。
 

か
な
ぎ
元
気
倶
楽
部
特
別
月
間

時
間
限
定
略
円

5
無
料
公
開
 

事
務
局
 
皿
（
5
4)
1
6
1
6
 

太
宰
治
記
念
館
「
斜
陽
館
」
 

・

1
1月
1
0日
田
 
開
場
1
7時
4
5分
 

開
演
1
8時
5
2
1時
（
入場
無
料
）
 

第
1
部
 
研
究
発
表
・
・
築百
年
を
迎
え
 

た
旧
津
島
家
住
宅
 

第
2
部
 
教
材
映
画
…
「
ピ
カ
レ
ス
ク
 

、
人
間
失格
5
」
主
演
／
河
村
隆
一
 

津
軽
「
味
線
会
館
 

・

1
1月
1
6日
岡
 
開
場
1
7時
4
5分

開
演
1
8時
5
2
1時
（
入
場
無
料
）
 

第
1
部
 
研
究
発
表
…
津軽
三
味
線
 

ー
仁
太
坊
・
軍
八
郎
・
三橋
美
智
也
ー
 

第
2
部
 
教
材
映画
…
「
竹
山
ひ
と
り

旅
」
主
演
／
林隆
三
 

命
国
母
回
ン
 

×
 

N
H
K
「ゆ
つ
Y
o
U
青
森
・
渋谷
 
・
3
9歳
ま
で
の
男
性
2
名
と
女
性
2
名

伯
龍
の
ふ
る
里
言
葉川
柳
」
出
演
の
渋
 
・
4
0歳
以
上
の
男
性
2
名
と
女
性
2
名
 

谷
氏
を
招
い
て
の
講
演
。入
場
無
料
。
 
◇
申
込
締
切
 
1
1月
8
日
困
 

/
 

・

販
売
個
数

・
5
0個
 

◇
内
容
・そ
ば
打
ち
体
験
と
手
打
ち
そ
 

A
1
2
「米
・
り
ん
ご
・
ジ
ャム
」
 

ば
の
試
食
（
おに
ぎ
り
・
漬
物
付
き
）
 

米
（
つ
がる
ロ
マ
ン）
5
蛇
、
り
ん
ご
 
※
地
元特
産
品
（
新
そ
ば粉

・
加
工
品
）
 

（
無
袋ふ
じ
）8
5
1
0個
、
ジ
ャ
ム
3
 

の
販
売
もあ
り
ま
す
。
エ
プ
ロ
ン

・

缶
（
赤5
い
り
ん
ご
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
 
三
角
巾
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

イ
チ
ゴ
／
各
N
3
o
g）
 

◇
体
験
料
・
・
1
3
o
o
円
 

・

販
売
額
‘
一3
8
o
o円
 

◇
申
込
方
法

・
・
 

・

販
売
個
数i
2
5
0個
 

1
1月
8
日
困
 

B
 
「シ
ク
ラ
メ
ン
（2
鉢
）」
 
ま
で

に
電
話
 

シ
ク
ラ
メ
ン
5
号
鉢
×
2
種
類
 

申
込
み
。
 

・

販
売
額
…
2
5
o
o
円
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土木課管理係 内線2615 
金木総合支所産業建設係 内線3210 
市浦総合支所産業建設係 内線4023 

市では、住宅密集地に空き地を所有されている方の

ご協力により、付近住民が投雪できる雪寄せ場として

貸し付けした場合、固定資産税の一部を減免する 『地

域雪寄せ場事業』を平成16年度から実施しています。 

【条件】 

①町内会に雪寄せ場として、 

無償で土地を貸すこと。 

ーハ n 	へ 	。 	ハ 

o‘。。〇％。。。。 0 二。。 
プ。い00 0 00

00
。
000
0 ②町内会と使用貸借契約を。。？二。。 

締結すること（契約書は 

市で用意します）。 

③地域住民が広く利用でき 

る場所であること。 

④期間は原則として、その 

年の12月 1日から翌年3 
月31日までの 4 カ月間。 

⑤雪寄せ場の管理と期間終了後の清掃は、町内会で行 

うこととします。 

。
 

。
 

。00o ご。 00ぐ。 oO 

。二加 

【固定資産税の減免割合】 

雪寄せ場部分の固定資産税の 3 分の 1を減免。 

【申請方法】 

①申請したいと思う方は、雪寄せ場として使用できる

候補地がある場所の町内会長に申し出て申請書を受

け取り、必要事項を記入の上、町内会長に提出して

ください。それを受けて市で候補地の審査をしたの

ち町内会長に審査結果を連絡しますので、適合の方

は町内会長と契約書を取り交わしてください。 

②申請書の受付期間は、11月 1日困から30日岡まで

です。 

  

イ 

和布を使って、オリジナルの「ぞうり作り」を体

験してみませんか。手先を使って作業するため、介

護予防にも最適です。 

また、出来上がったぞうりは、ほど良く足裏を刺

激し、健康増進にも効果があります。興味のある方

は、どなたでも気軽にご参加ください。 

日 時…11月7日困 10時～15時 

（時間内はいつでも自由に参加できます） 

場 所…五所川原市生き活きセンター 

「リフレッシュルーム」 

参加料…無料（材料費等含む） 

※なお、 2回目以降（毎週月、水曜日）も開催する予

定です（休祭日及び年末年始は除く）。詳しくは、 

× 
生き活きセンターにお問い合わせください。 

畠参加者募票，―一 
～お知らせ～ 

「生き活きセンター」では、各部屋（会議室、多目

的ホール、休憩室、リフレッシュルーム等）及び設

備（カラオケ、音響設備等）の利用を随時受け付けて

います。 

社会福祉活動や高齢者及び障害者などの福祉関係

団体のご利用については、利用料金の減免等の対象

となります。 

各種教室やサークル活動などに積極的にご利用く

ださい。 

◇問い合わせ先◇ 

五所川原市生き活きセンター 

五所川原市字幾世森218-6 ‘38-3939 
	ノ 

ー 	I司ブ内I万く’は局り ノノ'V」ーノソ‘《ーノし、、 

高病原性鳥インフルエンザは、国内では今年 1月か

ら2月に宮崎県及び岡山県で発生しましたが、早期通

報と迅速かつ的確な防疫措置により清浄化が図られま

した。感染源としては、海外から渡り鳥によりウイル

スが持ち込まれた可能性が想定され、海外では引き続

き感染が拡大している状況にあります。 

【鳥を飼っている方へ】 

①渡り鳥や野鳥との接触を避けるため、鳥小屋や運動

場には防鳥ネットを張りスズメ、カラス、ハト等の

野鳥が入らないようにしましょう。 

②鳥小屋は定期的に消毒し、清潔な状態で飼育しま

しょう。 

③原因がわからないまま、飼っている鳥が次々に連続

して死んでしまった場合には、その鳥を素手で触っ 

~ 	たり、土に埋めたりせず、すぐに家畜保健衛生所に 

ー 	ご相談ください。 

【野鳥が死んでいるのを見つけたら】 

野鳥は冬のエサ不足、環境の厳しさや他の病気で死 

亡することがあります。発見したときは、野鳥を素手 

で触らず、ビニール袋に入れ封をし一般廃棄物として 

処理してください。また野鳥が密集して売亡している 

など不自然と思われた場合は、市役所または西北地域 

県民局地域農林水産部に相談ください。 

【鶏肉・鶏卵の安全について】 

鶏肉や鶏卵を食べることによって、鳥インフルエン 

ザが人に感染することは世界的にも報告されていませ 

ん。 

〔連絡先〕★飼っている鳥について 

西北地域県民局地域農林水産部 

つがる家畜保健衛生所 容42-2276 
★野鳥について 

西北地域県民局地域農林水産部 

林業振興課 雪0 173-72-6613 

五所川原市役所 容 35-2111  平成19年11月 1 日 12 



覇 
2灘露 

内 容…し～うらんど海遊館を無料で体験し、約2時

間30分間、タラソテラピーを楽しんでみま

せんか？セラピスト指導の元、簡単な水中

運動教室もあります！ ぜひ、この機会にし 

～うらんど海遊館をご利用ください。 

持ち物…水着、バスタオル、フェイスタオル（レンタ

ルもあります） 

タオルは多めにお持ちいただくと便利です。 

お問合せ,・・し～うらんど海遊館まで 公27-7373 

http://www.tsj-c.com/shiura/index.html  

移動販売事業者I(C l 
悪質な移動販売による被害が消費生活センターに寄 

せられています。移動販売事業者を呼び止めて自宅で 

契約（売買）をした場合はクーリングオフが適用されず、 

また、移動販売事業者は常に移動しているため、被害 

の回復が困難です。移動販売事業者との契約（売買）は ● 

慎重に行いましよう。 

【相談内容】 

[2本でL000円の竿竹」と呼びかけながら移動販売

車がやって来たので、呼び止めた。すると、「この竿

竹はすぐ錆びるので、ステンレスの竿竹がいい。」 と

荷台に並んだステンレス製の竿竹を指差した。しかし、 

値段を尋ねたが答えてくれなかった。それでも、ステ

ンレス製竿竹を2本頼んだところ、物干し台の長さに

合わせてさっさと切ってしまい、[1本20,000円」 と

請求された。高すぎると思い、一度は支払いを拒否し

たが、脅されて仕方なく支払った。領収書には連絡先

が記載されていなかったが、お金を取り戻すことはで

きるか？ 

【ポイント】 

移動販売事業者は常に移動し、契約後に連絡を取る 

ことは難しいため、被害の回復は困難です。 

【対 策】 

移動販売業者に声をかけるのは慎重にしましょう。 

また、竿竹に限らず、移動販売業者から商品を購入す

る際には、「買う」 という意思表示をする前に、値段

や商品をしっかりと確認することが大切です。 

消費者被害で困ったら 

青森県消費生活センター 容017-722-3343 

弘前相談室 容0172-36-4500 

青森県環境生活部県民生活文化課 

公01 7-734-9206/9209 FAX 017-734-8046 

五所川原市商工観光課 

容 35-21 11 内線2553 	FAX39-1093 

日 時・・・11月18日同. 22日困. 25日（日）. 29日困の4 

日間 

10時～12時30分（約2時間30分間） 

定 員…各20名（要予約）ご予約はお早めに！ 

握り姿勲夢歎肥達馴・ 
市内で振り込め詐欺の被害が発生しました。今回の

手口は、信販会社を名乗る男性から個人情報が公開さ

れているといわれ、個人情報の消去などを名目で編し

取ったものです。 

また、青森県消費生活センターには消費者金融から

ダイレクトメールで融資の誘いがあり、保証金を振り

込み後その後業者と連絡が取れなくなり、融資を受け

ることができなかったとの相談もありました。 

【ポイント】 

通常、信販会社から公開された個人情報の削除代金

を請求することはありません。また、「保証人は不要

なので、代わりに保証金を振り込んで欲もい」 という

融資システムも一般的に存在しません。 

【対 策】 

相手から 「すぐに振り込め」 といわれても、その日

に振り込むことや1人で振り込むことは絶対に避けま

しょう。身に覚えのない請求には応じず、見ず知らず

の相手に住所や名前などを絶対に言わないでください。 

一度お金を振り込むと、別の名目で2度3度しつこく

お金を請求してきます。おかしいなと思ったら、消費

生活センター等にご相談ください。 

振り込め詐欺とは「オレオレ詐欺」、「架空請求詐欺」、 

「融資保証金詐欺」の総称です。 

「オレオレ詐欺」は電話を利用して親族、警察官、 

弁護士等を装い、交通事故や痴漢行為等に対する示談

金等の名目で、現金を預金口座等に振り込ませるなど

の方法により編し取る詐欺です。 

「架空請求詐欺」 は郵便、インターネット等を利用

して不特定多数に対し、有料サイト等の料金や手数料

の未払いといった架空の事実を口実に、料金を請求す

る文書等を送付するなどして、現金を預金口座等に振

り込ませる方法により編し取る詐欺です。 

「融資保証金詐欺」 は実際には融資しないにも関わ

らず、融資する旨の文書等を送付するなどして、融資

を申し込んできた人に対し、保証金等を名目に現金を

預金口座等に振り込ませるなどの方法により編し取る

詐欺です。 

13 五所川原市役所 容 35-2111 平成19年11月 1 日 
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公民館から⑩ご察肉 
中塞袋屍鱈  '35-6056 

★家族で映画を楽しむ会 ～11月 

・11月24日田 10時～11時30分 

2階 視聴覚室 （入場無料） 

世界の名作「グリム童話」などを上映 

★「太宰を語る（月例）会」 

◇11月21日困 18時30分～ 金木公民館（イス席） 

『小野正文先生を偲ぶ』 

①「小野正文先生に捧げる詞」 

②小野先生を語る 

・太宰 治と小野先生 

・あなたと小野先生（思い出） 

・金木太宰会と小野先生 

③太宰治「関係著書」紹介 

・『故土津軽』の太宰ェピソード 

平成19年度 公民館まつり 

中央公民館で行われている 

『みんなの教室』 と各種サークルの発表会 

～市民の皆さんのご来場をお待ちしています～ 

日時／11月16日岡 14時～20時 

17日田 9時～15時

会場／中央公民館 

《演技発表》 

16日（金） 

・14時～16時 

日舞（綾扇会） 

尺八・琴 

（竹志会） 

・18時30分～20時 

謡曲（宝生会）、太極拳教室 

英会話・中国語教室 

17日（土） 

・10時～12時 

合唱（たんぽぽコーラス） 

健康体操（スポーツ教室） 

着付け教室 

・12時～15時 

合唱（空と羽）、健康体操（スポーツ教室） 

津軽三味線教室、日舞（藤都流） 

《作品展》 生け花、盆栽、パッチワーク、手編み 

書道、着付け 	 偏1 書道、着付け 	 β 

室）、茶会（茶道教室）、スポ 

ーツゲーム（軽スポーツ教室） 

《模擬店》 そばコーナー 

＊当日の発表内容に若干の変更がある場合もあります

ので、あらかじめご了承ください。 

女性に対する暴力をなくす運動 

毎年、11月12日から25日（女性に対する暴力撤廃国

際日）までの2週間は、「女性に対する暴力をなくす運

動」期間です。 

暴力は、性別や間柄を問わず、決して許されるもの

ではありません。 

しかし、暴力の現状や男女の置かれている社会構造

の実態を直視するとき、特に女性に対する暴力につい

て早急に対応する必要があります。 

夫やパートナー等からの暴力、性犯罪、売買春、セ

クシュアル・ハラスメント、ストーカー行為等女性に

対する暴力は、女性の人権を著しく侵害するものであ

り、克服すべき重要な課題です。 

すべての人の人権が尊重され、男女が性別にかかわ

りなく、その個性と能力を充分に発揮することができ

る男女共同参画社会を実現するためにも、女性に対す

るあらゆる暴力をなくしましよう。 

この運動期間をきっかけに、女性に対する暴力につ

いて考え、暴力のない社会づくりをすすめていきま 

し よつ。 	 男女共同参画室 内線2156 

”罰郵無永外り寸ヲl曾他週面 

五所川原人権擁護委員協議会 

（青森地方法務局五所川原支局内）容34-233O 

女性の人権問題の相談を受けている「女性の人権 

ホットライン」は、強化週間中、次のとおり時間を拡 

大して相談に応じます。 

◇相談期日…11月12日旧)- 18日同 

8時30分～19時 

（ただし、土・日曜日は10時～17時） 

◇相談員・・・男女共同参画社会推進委員 

人権擁護委員、法務局職員 

*容 34-2330 （青森地方法務局 五所川原支局） 

※また次のとおり、「女性に関する人権相談」 の面接 

相談も受け付けます。 

日時・・・11月12日伯） 10時～17時 

場所・・・青森地方法務局五所川原支局 

全国一斉労働トラブルno番 
司法書士電話j剰斗相談会 

労働問題について、司法書士が相談に応じる無料電 

話相談会を開催します。 

◇日 時・・・11月23日岡 13時～18時 

◇相談電話〔当日のみの設置番号〕 

'0 17-722-8862 

※相談無料（電話代は自己負担となります） 

◇共 催・・・青森県司法書士会、青森県青年司法書士会 

金木公民館 容53-3581 金木公民館 

《イベント》 囲碁指導（囲碁教 
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子育一乙ば地域みんなの‘手でJ 

五所川原市 ~ 

フアミリーサボートセソター 

酒助網介 

娼鮮合βi土んの彦動デとコー！ 

藤直美さん（・左）と  ‘ 一
瞥鵬嘗含昌昌盛田’松子留施 

弓g句Q健慶回雨珂 
日 時・・・11月9日岡 13時～15時 

会 場…中央公民館 1 階ホール 

対 象…市民 （参加無料、事前の申込みは不要） 

内 容…講話「自殺予防とうつ病～うつ病のサインっ 

て？どんな対応したらいいの？」青森県立 

精神保健福祉センター所長・渡遷直樹氏 

バ ス…金木地区、市浦地区の方は行政連絡バスをご 

利用ください。 

共 催…西北地域県民局地域健康福祉部保健総室 

（五所川原保健所） 

問い合わせ…健康推進課 健康推進係 内線2362 

堅書i館からのおiDp 起r 
~~ ~ ~ 一’ ~上」 ~ ~ ~ 

開館時間 11月の休館日 

9時30分～18時 

（土・日は17時まで） 
毎週月曜日 

3日出、15日困 

23日岡 

五所川原市立図書館 
容34一4334 

9 時30分～17時 
伊藤忠吉記念図書館 

容53一3049 
市 浦 分 館 

B62一2111 
9 時30分～17時 

毎週土・日曜日

巧日困、23日囲 

◇今月のおはなし会 テーマ「びょうき」 

市立図書館 11月17日田 13時30分～14時30分
※その他、展示や図書案内などホーム

ページでもご確認ください。 

http://www.goshogawara-lib.com  
携帯用ホームページはこちら→ 

自分にも何か出来ないか！と会員登録をした成田さ

んの初めての保育活動です。少し緊張しながらも琉拍

くんのために一生懸命体を使い遊びました。怪我もな

く保育活動を終え、迎えに来たお母さんに無事にお返

し出来る…それが何よりの喜びだったでしょう。さあ

次はどんな出会いが訪れるか楽しみです。 

随時会員募集 狙・FAX 35-8953 

含口物便夢計調査を 葉します 
総務省では、11月に全国物価統計調査を行います。 

調査の対象は、全国の約13万の小売店舗と約 4 万の

飲食店、サービス事業所等です。調査の結果は、物価

政策をはじめ各種の行政施策を立案する上で重要な指

標として活用されます。 

mムI罰物居始乱細本 調査の対象となった小

轟工幽切1幽刑b I酬旦売店舗には、統計調査員

ィ鳳ぺ化璽‘ロ＋”一 乙 が伺います。また、飲食 
‘冨ひりィ“わかる日本経済」戸 
Ii、で凸ジ 	ノブy 店、サービス事業所等に 

一 ／ノノ」ンでry は、市から連絡が行きま 

ン ．ノノ／ 	ので、ご協力をお願いし 

'- iz1911n2J 	堰 
ー ‘,  

flttp:lft. '.fl.l.go・jpI 

公33121 11 

励プンシア11月の催物案内 
ふるさと交流悶民センター 

日 曜日 催 	物 開演 入場料等 

大
 
ホ
 
ー
 
ル
  

3
  

土
祝
 

宝くじコンサート「東京都交響楽団演奏会」 
すぎやまこういちがやってきた 
～ヒット曲からドラゴンクエストまで～ 

18:30 
(
‘
。
 
A
ー
 
 

S
A
 

席
席
 

0
5
 
0
0
 
0
0
 

円
円
  

4
ー
 
 

日
  

チエロとピアノのアフタヌ―ン
コンサート ～ウイーンの香り～ 

14:00 
ー般 2,800円 
小学生2,000円 
特別鑑賞チケットt卿円 

9 金 第 6回 
青森県中学校総合文化祭 

13:00 
無 	料 

10 土 10:00 

日
  

西北五民俗芸能フエア 13:00 無 	料 

18 金
  

株式会社 丸英でんきありがとう
創業55周年記念「麻生詩織コンサート」 

18:30 関係者 

18 日
  

雪の里ウインドオーケストラ
第 7回 定期演奏会 

14:30 前売 500円 
当日 500円 

20 火
  

第51回 青森県農業委員大会 12:30 関係者 

23 金
祝
 

親子名曲 コンサ―ト 
「仙台フイルハ一モニー管弦楽団」 

14:00 整理券 

25 日
  

青森県幼稚園・保育園幼児のための
音楽フエステイバル 

10:30 300円 

小
 
ホ
 
ー
 
ル
  

d
'
 

 
日
  

ピアノ発表会 13:30 無 	料 

13 火
  

平成19年度 雇用保険説明会 10:00 関係者 

17 土
  

なおみ保育園 おゆうぎ会 9:30 無 	料 

18 日
  

第14回 
ピアノ・エレクト一ンコンサ―ト 

10:00 無 	料 

21 水 
平成19年分 年末調整説明会 

13:30 
関係者 

22 木
  

10:00 
13:30 

23 金
祝
  

Music Concert 
（清野・対馬・長尾音楽教室合同発表会） 14:00 無 	料 

24 土
  

ひびき音楽塾 ピアノ発表会 14:00 無 	料 

25 日
  

Music Concert 
（福田・さくら音楽教室合同発表会） 13:00 無 	料 

※主作 苔者の都合により、日程等が変更になる場合も』 らります 

日
会

対
内
 

E-mail tosVokan@goshogawara'net.preLaomori.iロ tosyokan@goshogawara.net.pref.aomori.jp  

’・ジ／一／づンーーブ す。 秘密は厳守されます 手り七りプ三ぎ鷲鷲認誓 

翼ます 
汐雲〈問い合わせ先〉 

~ 企画課統計係 

内線2154・2155 
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テーマ 
	

エコ・クッキンク 

鵬国か五所川原市食生活改善推進員会 

負衛た噺l●りて聯ませ婚 
、ーノ てJメ二こゴ 

ぎ 
撫恥り （  みんなの健康相談室 ） 
生活習慣病や、肥満解消、介護予防など体に関する

こと、ストレスや心の相談などに保健師が応じます。 

健康手帳をお持ちの方は、ご持参ください。 

地区 開催場所 開催日 開催時間 

五
 
所
 
川
 
原
 

藻川消防センター 11月 2 日国 11:00---12:30 

新宮集会所 11月 9 日囲 13:00-'-'lE:OO 

姥庖集会所 11月 9 日囲 10:30--12:00 

コミュ二テイセンター飯詰 11月 9 日岡 10:30---12:00 

沖飯詰集会所 11月12日（月） 10:30 --12:00 

稲実集会所 11月13日閃 10:30--12:00 

毘沙門・長富コミュ二テイセンター 11月13日因 10:30--'12:00 

保健センター五所川原 11月14日困 10:00-12:00 

戸沢集会所 11月15日困 10: 30' 	12:00 

小曲農村婦人の家 11月16日金 10: 00--' 12 : 00 

種井集会所 11月20日因 10:30-12:00 

金木 保健センタ一金木 11月 9 日園 10:00--12:00 

市浦 保健センタ一市浦 11月 9 日園 10:00---12:00 

( みんなの健康教室  ） 
◇日 時…11月30日岡 13時～14時 

◇場 所…働く婦人の家（3階ホール） 

◇テーマー・・「薬の常識、非常識」 

◇講 師…山田浩基先生（西北中央病院薬剤部） 

◇主 催・・・北五医師会 五所川原市民保健協議会 

く第3回「介護者のつどい」） 
参加者募集 

日頃気づかぬうちにたまっている介護疲れ、ストレ 

ス等。このつどいに参加して少しでもさっぱりし、元 

気になりませんか。 

日 時・・・11月14日困 9時～15時 

集合場所…保健センター五所川原 

対 象・・・市内に居住する現在介護に関わっている方 

内 容・・・介護相談・健康相談 

水中運動（し～うらんど海遊館） 

持参するもの・・・昼食、飲み物、バスタオル、水着 

入館料 1,000円（予定） 

申込締切…11月 5 日岡 

申込先…健康推進課保健指導係（内線2366・2367) 

1人分 l3Okca] 塩分 0.5g 
■材料（4人分） 

じゃがいも 	200g にんじん 	 60g 
きゆうり 	 80g 玉ねぎ 	 80g 
マョネーズ 	 40g 塩 	 少々 

こしょう 	少々 酢 	 大さじV2 
サラダ菜 	 40g 

■作り方■ 

①じゃがいも、にんじんは皮をむいて、さいの 

目に切り、苑でておく。 

②きゆうりは輪切り、玉ねぎは薄くせん切りに 

し、水にさらす。 

③①と②を合わせてマョネーズ、塩、こしよう、 

酢で味を調える。 

④洗って水を切ったサラダ菜を器に敷き、サラ 

ダを盛り付ける。 

このメニユー自体は普通のポテトサラダですが、作

り方を工夫してエコロジーに挑戦してみましょう。ま

ず、一緒に茄でられるじゃがいもとにんじんは一緒に

苑でます。その際、煮え方に差があるのでじゃがいも

の煮崩れに注意しましよう。これで水の節約が出来ま

す。また、じゃがいもとにんじんをきれいに洗えば皮

を剥かずに作る事も出来、生ゴミの削減にもなります。 

皆さんもご家庭の台所から、環境問題に取り組まれて

みてはいかがでしようか。 

（  献血のこ案内（ハス巡回） ) 
期 日 時 間 場 	所 

11月25日（日） 10 
13 

:00---12 
:30--16 

:30 
:00 

エルムの街ショッビングセ
ンター専門店入口の外 

11月27日（刈 10 :00---15 :30 東芝メデイア機器株式会社 

鳳療 

月 日 曜日 医療機関名 住 所 電 話 

11月 3 日 土
  

中村整形外科医院 ーッ谷508-12 34-0 123 

11月 4 日 口
］
 
 

白戸胃腸科外科医院 栄町64-1 34-6211 

11月11日 口
］
 
 

安斎レデイスクリニック ―ッ谷536・侶 33-1103 

11月18日 口
］
 
 

佐藤内科小児科医院 弥生町4-2 35-4155 
※ 1．対応時間（電話で確認）9時から17時まで 

2．その他、消防署（救急病院紹介電話34-4999）でも紹介します。 

塩分 O.5g 

古紙配合再生紙使用 
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